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訪問看護師のワーク・ライフ・バランスの特徴と個人特性との関係
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項目 カテゴリー 人数 (％)
性別 男 4 (0.7)
(n＝597) 女 593 (99.3)
婚姻状況 未婚 65 (10.9)
(n＝596) 既婚 531 (89.1)
子供有無 あり 521 (87.3)
(n＝597) なし 76 (12.7)
同居者の有無 あり 491 (82.9)
(n＝592) なし 101 (17.1)
サポートの有無 あり 455 (78.7)
(n＝578) なし 123 (21.3)
病院経験年数 ５年以下 87 (14.9)
(n＝582) 6∼10年 189 (32.5)
11∼20年 204 (35.1)
21年以上 102 (17.5)
訪問看護年数 0∼2年以下 183 (30.9)




勤務形態 常 勤 384 (64.9)
(n＝592) 内 訳 正規正職員 368 (97.4)




内 訳 嘱託 15 (7.3)





資格取得 保健師・助産師 2 (0.3)




職位 統括所長 4 (0.7)





開設年 平成6年以前 62 (12.7)
（n＝488） 平成7∼11年 268 (54.9)
平成12∼16年 99 (20.3)
平成17年以降 59 (12.1)
事業所規模（常勤換算人数） 2.5∼3人 137 (24.0)



















































n 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
１．有給休暇(時間単位)は必要に応じて取得できている． 518 162 (31.3) 168 (32.4) 94 (18.1) 94 (18.1)
２．リフレッシュ休暇が取れている． 450 56 (12.4) 105 (23.3) 125 (27.8) 164 (36.4)
３．長期休暇が取れている． 481 52 (10.8) 76 (15.8) 97 (20.2) 256 (53.2)
４．育児休業制度を自分だけでなく他の職員についても取得する
ことができている．
304 181 (59.5) 58 (19.1) 29 ( 9.5) 36 (11.8)
５．介護休業制度を自分だけでなく他の職員についても取得する
ことができている．
246 74 (30.1) 44 (17.9) 49 (19.9) 79 (32.1)
６．子どもや親の看護休暇が取れている． 339 89 (26.3) 103 (30.4) 58 (17.1) 89 (26.3)
７．育児休業や介護休業からの復帰支援がある． 307 114 (37.1) 83 (27.0) 47 (15.3) 63 (20.5)
８．育児・介護のため夜間待機への配慮がある． 295 94 (31.9) 82 (27.8) 35 (11.9) 84 (28.5)
９．再雇用制度がある． 308 153 (49.7) 81 (26.3) 28 ( 9.1) 46 (14.9)
10．家庭と仕事が両立している． 562 170 (30.2) 255 (45.5) 112 (19.9) 25 ( 4.4)
11．自分の体調不良などの時に休みやすい雰囲気がある． 576 171 (29.7) 205 (35.6) 125 (21.7) 75 (13.0)
12．子どもや親の病気の際に休みやすい雰囲気がある． 557 167 (30.0) 210 (37.7) 115 (20.6) 65 (11.7)
13．業務が終われば周囲に気兼ねなく帰ることができる． 575 250 (43.5) 218 (37.9) 69 (12.0) 38 ( 6.6)
14．フレックスタイム制など柔軟な労働時間の選択ができる． 411 78 (19.0) 124 (30.2) 74 (18.0) 135 (32.8)
15．一定期間勤務時間を短くできる制度がある． 329 72 (21.9) 61 (18.5) 46 (14.0) 150 (45.6)
16．趣味の時間が取れている． 506 86 (17.0) 131 (25.9) 132 (26.1) 157 (31.0)
17．訪問看護以外の教養の時間が取れている． 510 55 (10.8) 140 (27.5) 153 (30.0) 162 (31.8)
18．ステーションは自己啓発を支援してくれている． 526 100 (19.0) 277 (52.7) 91 (17.3) 58 (11.0)
19．自分の能力に合った訪問先や役割の配置が行われている． 555 81 (14.6) 287 (51.7) 121 (21.8) 66 (11.9)
20．勤務を決める際には生活面が考慮されている． 533 99 (18.6) 263 (49.3) 92 (17.3) 79 (14.8)
21．給与は自分の仕事の成果を反映している． 551 64 (11.6) 208 (37.7) 152 (27.6) 127 (23.0)
22．この訪問看護ステーションの将来に不安はない． 566 69 (12.2) 174 (30.7) 188 (33.2) 135 (23.9)
23．この訪問看護ステーションを子どもや知り合いに就職を勧め
たいと思う．
558 82 (14.7) 209 (37.5) 151 (27.1) 116 (20.8)
24．この訪問看護ステーションは自分を大切にしてくれている． 562 146 (26.0) 277 (49.3) 96 (17.1) 43 ( 7.7)
25．この訪問看護ステーションは仕事と生活のバランスを重視す
る経営をしている．
551 97 (17.6) 249 (45.2) 137 (24.9) 68 (12.3)
26．認定訪問看護師の取得に協力してくれる． 333 73 (21.9) 102 (30.6) 67 (20.1) 91 (27.3)
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表４ ワーク・ライフ・バランス尺度の因子分析
項目 クロンバック係数 1 2 3 4 5 共通性
第１因子：訪問看護ステーションの体制 （a＝0.886）
24．この訪問看護ステーションは自分を大切にしてくれている． .93 −.02 −.09 .03 −.13 .66
25．この訪問看護ステーションは仕事と生活のバランスを重視
する経営をしている．
.92 −.05 −.06 .06 −.06 .74
23．この訪問看護ステーションを子どもや知り合いに就職を勧
めたいと思う．
.75 −.06 −.01 .42 −.35 .68
27．介護支援専門員の取得に協力してくれる． .67 .14 −.02 −.40 .28 .57
26．認定訪問看護師の取得に協力してくれる． .66 .16 .11 −.36 .14 .56
19．自分の能力に合った訪問先や役割の配置が行われている． .66 −.15 .15 −.03 .25 .70
21．給与は自分の仕事の成果を反映している． .63 −.04 .18 .13 −.15 .52
20．勤務を決める際には生活面が考慮されている． .57 .12 −.04 .23 .07 .68




.00 .91 .03 −.02 −.05 .78
４．育児休業制度を自分だけでなく，他の職員についても取得
することができている．
.07 .89 −.05 −.02 −.17 .62
６．子どもや親の看護休暇が取れている． −.06 .77 .04 .12 .08 .80
１．有給休暇(時間単位)は必要に応じて取得できている． −.05 .42 .20 .21 −.13 .35
第３因子：余暇のための休日の活用 （a＝0.797）
２．リフレッシュ休暇が取れている． −.08 .35 .73 −.11 −.09 .65
16．趣味の時間が取れている． .19 −.08 .73 .02 −.07 .61
17．訪問看護以外の教養の時間が取れている． .21 −.17 .71 −.02 .05 .61
15．一定期間勤務時間を短くできる制度がある． −.14 −.19 .64 .19 .37 .68
３．長期休暇が取れている． −.08 .34 .64 .01 −.12 .57
14．フレックスタイム制など柔軟な労働時間の選択ができる． −.03 −.04 .49 .32 .12 .57
第４因子：家庭と仕事の両立 （a＝0.836）
13．業務が終われば周囲に気兼ねなく帰ることができる． −.17 .04 .11 .85 −.19 .58
12．子どもや親の病気の際に休みやすい雰囲気がある． .10 .10 −.09 .68 .25 .84
11．自分の体調不良などの時に休みやすい雰囲気がある． .10 .08 −.06 .66 .26 .84
10．家庭と仕事が両立している .13 −.05 −.01 .48 .15 .40
第５因子：仕事が継続できる支援 （a＝0.807）
９．再雇用制度がある． −.11 −.16 .03 −.04 .94 .61
７．育児休業や介護休業からの復帰支援がある． −.05 .39 −.12 .17 .52 .71
18．ステーションは自己啓発を支援してくれている． .33 .12 .13 −.04 .40 .64
８．育児・介護のため夜間待機への配慮がある． .10 .28 −.01 .23 .35 .62
因子相関
行列
第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子
第１因子 − 0.488 0.542 0.568 0.615
第２因子 − − 0.495 0.525 0.632
第３因子 − − − 0.524 0.506
第４因子 − − − − 0.552
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表６ 訪問看護経験年数におけるワークライフバランス
の比較
n 平均値 標準偏差 p値
訪問看護ステー
ションの体制
0∼2年以下 82 23.1 ±5.9
0.338
3∼4年以下 66 21.8 ±6.5
5∼6年以下 42 24.0 ±6.0
7∼9年以下 43 23.7 ±6.7
10年以上 57 23.7 ±6.1
休業制度の取得
0∼2年以下 54 10.7 ±3.5
0.092
3∼4年以下 42 10.8 ±4.3
5∼6年以下 25 11.4 ±3.1
7∼9年以下 25 12.0 ±3.3
10年以上 39 9.5 ±3.7
余暇のための休日
の活用
0∼2年以下 68 12.3 ±4.6
0.186
3∼4年以下 57 11.5 ±4.6
5∼6年以下 39 12.0 ±4.3
7∼9年以下 34 13.1 ±4.3
10年以上 48 11.0 ±3.5
家庭と仕事の両立
0∼2年以下 164 11.9 ±3.1
0.346
3∼4年以下 107 11.3 ±3.4
5∼6年以下 72 12.2 ±2.5
7∼9年以下 83 12.1 ±3.1
10年以上 106 11.9 ±2.9
仕事が継続できる
支援
0∼2年以下 50 10.8 ±3.2
0.612
3∼4年以下 43 10.5 ±3.5
5∼6年以下 33 11.2 ±3.3
7∼9年以下 23 12.0 ±3.7
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